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はじめに

◎移民船（史）研究：移民の航海の記憶と体験についての研究は、日本と米洲
の近現代史研究のなかで大きな未開拓領域。人やモノの大陸間の海上移動をめぐ
る体験や過程、その意味については、山田（1998）、タナカ（2010）などをの
ぼいて、断続的にしか問題化されてこなかった（根川2020b）。

⇩
放送文化基金（人文社会部門）2025～2026年度課題：
・「1930年代のラジオ放送と南米行き移民をめぐる広報メディアの研究」

本研究は、ラジオ放送の発展期である1930年代に、南米行き移民をめぐって
行われた試験放送や番組の詳細とその先進性を明らかにする。モダニズムから国

策の時代を背景に、ラジオ放送の発展と海外移住の推進という、30年代のトレン
ドの交点ともいえる試みをめぐり、関係資料を発掘し検証するとともに、複数の
広報メディアと国策の関係性や歴史的意義を明らかにしたい。



『移民船から世界をみる―航路体験をめぐる日本近代史』
（法政大学出版局、2023年7月）
2023年度交通図書賞・2024年度住田海事史奨励賞他受賞

『移民がつくった街・サンパウロ東洋街
―地球の反対側のもう一つの日本近代』
（東京大学出版会、2020年6月）

『季刊民族学194
―特集：海と河川をめぐるグローバルヒストリー』

（東京大学出版会、2025年10月）

報告者の研究紹介：

『ブラジル日系移民の教育史』
（みすず書房、2016）



放送文化基金2025年度人文社会系プロジェクト：

1930年代のラジオ放送と南米行き移民をめぐる広報
メディアの研究

史料的問題：
NHK放送博物館での調査、NHKアーカイブスや放送ラ
イブラリーへの問合わせ

⇩
当初期待した1920～30年代の海外移民関係番組の

放送音源データ・脚本などの保存のないことが判明
⇩

『ラヂオ年鑑』や関連雑誌に転載されたラジオ放送番
組の資料を収集・活用



報告内容

１．1923年：ラジオ放送開始の契機：関東大震災に
おける船舶無線の活躍
２．1933年：「ラヂオ移植民講座」の制作・放送
３．1934年：最新鋭の移民船「りおでじやねろ丸」
出航の実況放送
４．1940年：紀元二千六百年奉祝海外同胞東京大会
「海外同胞の夕」の制作・放送



１．1923年：ラジオ放送開始の契機：
関東大震災における船舶無線の活躍



関東大震災時の横浜港:1923（大正12）年9月1日午前11時58分、神奈川
県西部の北緯35度19.8分、東経139度08.1分、深さ23キロメートルを震源
とするマグニチュード7.9の地震が関東を襲った。地震発生が昼食の時間と
重なったことから大規模な火災が発生。また、津波、土砂災害、建物家屋の
倒壊は多くの人びとの生命を奪い、交通や通信やなど都市インフラをたちま
ちに破壊した。

被災した「横浜税関」（1923）



関東大震災時の横浜港―大阪、関東を救
う

出典：三木（2023）



関東大震災―大阪、関東を救う
・関東大震災の第一報が発せられたのは横浜港に停泊していた大阪商船の‘ロンドン丸’で銚子無線
局（JCS）へ送信したのが12 時30 分、「本日正午、横浜ニオイテ大地震ニ次イデ大火災起コリ、
全市ホトンド猛火ノ中ニアリ、死者算ナク、全テノ交通通信途絶シタ」この電報は潮岬海岸局
（JSM）経由で陸線で大阪中央電信局に送られている（山村、2013）。
・神足の「ろんどん丸」は被災者を大阪に運び、九月五日には、大阪から救援物資の日本米二五俵、
らっきょう一樽、西貢米一〇袋、小麦粉三俵、醤油一一樽、青丹豆四斗、白味噌4樽、食塩三俵な
どを横浜に届けた（三木、2023）

⇩
※災害時の活字メディアや有線の無効化が、
無線電信、ひいてはラジオ放送の有用性を
認識

⇩
◎1925（大正14）年3月22日：
東京・芝浦でのラジオ放送開始



関東大震災の南米での反響：
アルゼンチンにおける神足船長の顕彰

「南米移民の父」神谷徳三郎船長（中）とキンケラ・マルティン（左）、ビクトル・モリーナ（右）：
1933年2月13日、ブエノスアイレスにて撮影（Rey. 2018, p.47）



２．1933年：「ラヂオ移植民講座」
の制作・放送



【活字メディアとのコラボ】
雑誌やポスターの南米移民宣伝

『キング』昭和6年6月号



表1：海外（南米）移民に関連するラジオ放送（暫定版）
年月 放送局 タイトル 出演 備考

1925年3月22日 東京（JOAK） JOAK、JOAK、こちら東京放送局… 京田武男、後藤新平他

1927年月日不明 国際講座「海外発展の話」 内藤英雄

1927年初秋 東京（JOAK） 趣味講座「日本人絶好の移住地ブラジル」 前後2回放送

1930年6月30日 大阪（JOBK） パナマ運河の話 布田虞花（大阪商船）
1930年6月30日 大阪（JOBK） ブエノス・アイレスの話 神足徳三郎（大阪商船）

1932年7月7日 パウリスタ教育ラジオ 日本ブラジル親善放送 松平俊子(日本婦人海外協会
会長、矢崎節夫(市日本人会
長)他

田中館秀三博士講演、
童謡「虫の楽隊」他、三
絃、三絃・尺八合奏など

1932年9月12日 東京（JOAK） ブラジル移住の体験談 中澤潤二（移住者） ブラジル移住者による
体験談

1932年月日不明 東京（JOAK） ブラジルの夏 堀口九萬一（元ブラジル公使）
1932年月日不明 東京（JOAK） 最近のブラジル 永田稠（日本力行会会長）

1933年7～9月 大阪（JOBK） ブラジル語講座 中嶋文重（国立移住教養所講
師）

東京にも中継

1933年10月12日 日本放送協会 ラヂオ移植民講座1～10回 郡山智、諸隈彌策、井上雅二
他

1934年1月20日 大阪（JOBK） 移民船「りおでじやねろ丸」出航の実況放送 島浦精二 実況放送の実験

1940年11月9日 東京（JOAK） 紀元二千六百年奉祝海外同胞東京大会「海
外同胞の夕」

近衛文麿、三保勝一、松本栄
次、浦上與一郎、輪湖俊午郎
他

ラヂオ・スケッチ「波濤
萬里」、「紀元二千六百
年奉祝海外同胞東京大
会行進曲」合唱など



『利用されたラヂオの実例』（日本放送協会関東支部、1929）星野ブラジル渡航

資料2-1



資料2-2：伯剌西爾行移民名簿第94回 鎌倉丸 群馬県大澤家



『利用されたラヂオの実例』（日本放送協会関東支部、1929）満洲移民「東京府 高山君」
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『利用されたラヂオの実例』（日本放送協会関東支部、1929）満洲移民「東京府 高山君」
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『利用されたラヂオの実例』（日本放送協会関東支部、1929）満洲移民「東京府 高山君」

資料2-3



『通俗講話ラヂオ講演』第2巻1928_広告（日本放送協会、1928）



資料2-3：『ラヂオテキスト ブラジル語ー移民の為の語学講座（夏期）』



21

グラフ1：ブラジル日本人移民数の推移
(黒瀬、2003)



表2：日本放送協会「ラヂオ移植民講座」（1933）の番組構成

回数 講演題目 講演者 所属・肩書 放送日

1 我國移植民に就て 郡山智 拓務省拓務局長 10月15日

2 比律賓群島と日本人 諸隈彌策 在比連合日本人会長 10月22日

3
英領馬來及蘭領印度に於ける産業と邦

人
岩田喜雄

スマトラ護謨興業株式会社専務
取締役

10月29日

4 南米事情と自作農移住者 加藤好之 海外移住組合連合会主事 11月5日

5 ブラジル珈琲園行移住者に就て 井上雅二 海外興業株式会社長 11月12日

6 アマゾン地方に於ける植民問題 千葉三郎 南米拓殖株式会社取締役 11月19日

7
我移住民発展地としての中南米諸国

（除ブラジル）
龍江義信 海外興業株式会社専務取締役 11月26日

8 満蒙農業移民の成立 永雄策郎 経済学博士 12月3日

9 満蒙農業移民の適当なる方法 橋本傳左衛門 京都帝国大学教授・農学博士 12月10日

10 外地に於ける移住民概況 森重于夫 拓務事務官 12月17日

日本放送協会関東支部編『ラヂオ・テキスト移植民講座』（日本放送出版協会、1933.10）より抽出



「ラヂオ移植民講座」講師陣

郡山智（1886～1955）：日本の拓務
官僚。東京帝国大学法科大学。朝鮮総督
府試補、同事務官、同書記官、同税関長、
賞勲局書記官、拓殖局書記官、拓殖事務
局書記官、東洋拓殖株式会社監理官、関
東庁事務官、内閣拓殖局書記官、拓務省
拓務局長を歴任。

1934年（昭和9）年から1938年（昭和
13）年まで南満州鉄道株式会社理事を
務め、退任後は海外移住組合連合会理事
長に就任。

郡山智（1890～1978）



「ラヂオ移植民講座」講師陣

井上雅二（1877～1947）：日本のア
ジア主義者・南進論者・実業家・衆議院
議員。東京専門学校英語政治科卒。
ウィーン大学・ベルリン大学にて経済学
と植民政策学を学ぶ。東亜同文会幹事、
宮内府書記官、南洋協会が設立されると
理事、海外興業株式会社社長、南満州鉄
道株式会社理事を歴任。

1938年（昭和13）、海外移住組合連合
会理事長に就任。

井上雅二（1877～1947）



「ラヂオ移植民講座」講師陣

千葉三郎（1894～1979）：東京帝国
大学仏法科卒。三菱鉱業入社後、プリン
ストン大学に留学、石油業を学ぶ。帰国
後は当時の鐘紡社長・武藤山治の片腕と
なり、大日本実業組合連合会理事に就任。
1925年衆議院補欠選挙で初当選、戦
前・戦後を合わせて通算12回当選を歴
任。1932年、武藤が社長を務めていた
「南米拓殖会社」に取締役として入社、
ブラジル・アマゾン開拓事業に従事。
戦後は宮城県知事、労働大臣のほか、東
京農業大学学長も務めた。

千葉三郎（1894～1979）



日本人アマゾン移民（1929～）



３．1934年：最新鋭の移民船
「りおでじやねろ丸」出航の実況放送



『海』第38号（大阪商船、1934年4月）

資料3-1

移民船「りおで
じやねろ丸」出
航の実況放送



ラジオ放送と南米移民―モダニズムと国策事業の
コラボレーション

野球実況の名アナウンサー島浦精二による移民船出帆を伝
えるJOBK大阪放送の番組
（島浦は、見送りの人びとが日本とブラジルの旗を振り、小中学生
らが合唱するなか、声をふりしぼる）「総てが只物珍しさにはしや
いでゐる子供達。もつといたいけな生れたばかりの赤ん坊。之もど
うやら始めて手を通したらしい洋装の御婦人。はきなれぬ靴を気に
したおばあさん」をみて、「フト目頭に涙を誘ふ」と一瞬哀しみを
かみしめながらも、「邁進する日本の最先端に立つて、行け南米
へ！」（『海』第38号（1934年4月））。



りおでじやねろ丸

資料3-2：伯剌西爾行移民名簿第215回りおでじやねろ丸



1934年1月20日神戸出りおでじやねろ丸便「第
215回伯剌西爾行移民名簿」記載の移民数

・家族数：154家族
・移民数：1093人
・内訳：男598人、女495人

12歳未満145人、7歳未満131人、3歳未満122人
※男女ほぼ同数、約36.4%が子ども移民
※県別移民：福島県が19家族77人で最多
※航海中死者：5人、新生児：1人、替え玉移民：1人



資料3-3：1934年1月20日神戸出帆 りおでじやねろ丸航海の特徴：死者・新生
児・替え玉移民



資料3-4：「通俗講話_ラヂオ講演」
第2巻1928_遠洋航海05赤道祭

【参考】赤道通過許可証（ブラジル日本移民史料館所蔵）



【参考】移民船の「本日の無電ニュース」（もんてびでお丸1938年3月26日）



４．1940年：紀元二千六百年奉祝海外同胞東
京大会「海外同胞の夕」の制作・放送



【参考】紀元二千六百年奉祝海外同胞東京大会画報と絵葉書



資料4-1:『海外同胞東京大会画報 : 附・日本民族海外発展大展覧会アルバム』（1940）



紀元二千六百年奉祝海外同胞東京大会「海外同胞の
夕」放送：1940年11月9日JOAK

①ラヂオ・スケッチ「波濤萬里」（配役：船長（清水将夫）、渡
航客一（久松晃）、第二世青年（橋爪輝雄）、女性船客（小里寿
美）など）
②合唱（録音）「紀元二千六百年奉祝海外同胞東京大会行進曲」
③海外同胞各地より集まる（横浜入港の実況、録音）
「母国への報告」（海外同胞各地代表）：三保勝一（ハワイ）、
松本栄次（蘭印）、浦上與一郎（フィリピン）、輪湖俊午郎（南
米）が各三分間の報告
④海外同胞東京大会実況報告（日比谷公会堂での録音）



資料4-2:ラヂオ・スケッチ「波濤萬里」
（山下草園作、日本放送協会選定）

（梗概）太平洋の強風怒涛を蹴つて進む海外移住船／海外渡航船の特別三等室。
暴風、怒涛の音。／嵐の中に喘ぐ汽笛。／一層強い風の音。……

怒涛の甲板上に砕ける音。／再び難航船の汽笛。
棚床のギーギーときしむ音。／呻く声。／バケツ其他器具の転がる音。
（暴風怒涛の音を背音に）
渡航客一 おう、こりゃ酷い、とても堪らぬ
渡航客二 ほんとだ。俺は南米にも行つたし、南洋にも行つた。太平洋を往復
するのはこれで五度目ぢやが、こんなひどい嵐に逢ふのは生れてはじめてぢや。
婦人渡航客一 全く酷い海化ですわ。船が波の上に乗るときはまだましですが、
波のうねりの間に落ちるときは、奈落の底に沈むやうで、我慢できません。

……

婦人渡航客二 船員でも足をさらはれて転ぶんですもの。……それにあの……
（スクリユウ空転の音）（山下編、1941）



ラヂオ・スケッチ「波濤萬里」
（山下草園作、日本放送協会選定）

（そんな嵐の船内で一人の妊婦が難産の床にある。大波に揺れる船内を「健
ちゃん」と呼ばれる少年が元気に飛び回っている。）

健ちゃん （飛び込んでくる）あゝすげえ、すげえぞ、山みたいな波だ！
渡航客三 何うだ健ちゃん、まだあの女のひとはお産がすまんかい。
健ちゃん まだだよ。然しあの女の人はとても元気だよ。男の子を生んで山田
長政みたいな英雄に育て上げるんだと張り切つているよ。［中略］
若い男 （独り言のやうに静かに）この嵐の中でお産をする人さえある。……

今にも生れようと云ふお腹をかゝえて、海外発展の雄志を押へきれずに再渡航
の旅に上つた人だ。日本女子の血の中には、こんなにも力強い魂が燃えてゐる

のだ。



ラヂオ・スケッチ「波濤萬里」
（山下草園作、日本放送協会選定）

（そして、日本女性の強さを讃える会話に日本留学帰りの二世が加わる。）

日本婦人の偉大さには私も打たれました。明治二年に松平スネールが引き連
れてアメリカに渡つた若松コロニーの中には、おけいと云ふ少女がありました
が、彼女は十八歳の若い身で異郷に骨を埋め、日本民族海外発展の永遠の礎を
築いたのです。

（日中戦争下の日本に三年留学したというこの二世青年によって、カリフォル
ニア若松コロニー移民以来の米本土への日本人移民史と少女「おけい」のエピ
ソードが語られる。高峰譲吉や野口英雄といった学術方面での偉人、牛島謹二

や伴新三郎ら産業方面での活躍にふれ、これらの偉人、祖父や父の事業を継い
で活躍することを誓う。）



ラヂオ・スケッチ「波濤萬里」
（山下草園作、日本放送協会選定）

（そんななか、船室に船長が突然やってきて、南米から回航してきた新造船
「報国丸」と間もなくすれちがうことを告げ、報国丸からの電報を読み上げる。

嵐の太平洋の真中で同じ日本船に出会うのは奇跡に近い。電報の内容は「嵐を

衝いて敢然海外に赴かるヽ平和の戦士諸君に敬意を表し、諸君の御健康と御健

闘を祈る。我らは紀元二千六百年奉祝の為祖国を訪るる者なるが」と続く。移

民船からはただちに返電する。

（劇中、日本船との邂逅によって希望を取り戻した移民たちが紀元二千六百年

祝典を思い描きながらラジオのスイッチを入れる。）



ラヂオ・スケッチ「波濤萬里」
（山下草園作、日本放送協会選定）

（嵐の音続く）
渡航客一 紀元二千六百年祝典素晴らしいだらうな……

婦人渡航客一 ラヂオのスヰツチを入れませう。
（愛国行進曲が遠くで聞える）
渡航客三 東京の海外放送が始まつたのだ。……
渡航客一 さうです。海外放送ですよ。支那南洋向海外放送です。……

（やがて嵐の海に報国丸の灯が見え、船客たちを鼓舞するように汽笛が聞こえ
る。ラジオの「愛国行進曲」とともに、報国丸が進んでくる。）

健ちゃん おおい、みんな報国丸が見えるぞ。右だ、右だ、灯が見える。
一同 万歳万歳……（汽笛）



「紀元二千六百年奉祝海外同胞東京大会行進曲」
（西条八十作詞、大中寅次作曲、日本放送協会選定）

椰子の葉陰に胡砂吹く里に／夢みし富士を目のあたり

皇紀祝ぐ光栄ある朝／集ふわれらの血潮は躍る

桜花咲く故郷離れ／みなぎる胸の祖国愛

いまぞ溢れてうち振る国旗／御稜威仰ぎて血潮は躍る

興る亜細亜の共栄圏の／前衛われら誉あれ

力協せて国威揚げん／つよき誓に血潮は躍る



海外同胞側の反応（海外同胞中央会編、1941より抜粋）
・斯の如く我が大和民族が偉大な海外発展をなし得たことは、民族発展の第一線に立つて、

吾々の先輩が奮闘努力した賜物であると申すものの、畏くも神武天皇肇国の大理想であら

れます所の、八紘一宇の大精神に依る国威の発揚に基くものであると確信すると同時に、

心から其のことを誇りとする者でございます。（南カリフォルニア代表）

・遠く数千里を離れて、海外発展の第一線に立つて私共は不屈不撓の奮闘を続けて居りま

したが、今日までは祖国の方々が余り御関心を持つて居られるように見えなかつたのであ

ります。然るに今回の催しは、殊に昨日の催しは外務大臣の同情溢るる御言葉を戴きまし

て、肝に銘じて嬉しく感じました。身は海外に有りましても、燃ゆる祖国愛は少しも衰え

ておりませぬ（拍手）。昼夜母国の皆様と思を同じう致しまして、国運の進展を念慮して

居ります。（…）聖業翼賛の一端の担ふて、尚一層御奉公申し上げたい。（カナダ代表）

・私は此の度の朝野挙ての熱誠なる歓迎ぶりをみて、私達が従来一種の『棄民』であると

思つてゐたことの間違つてゐることに気付きました。私達は日本の人々から正しく認識さ

れてゐることを知つて、今後一層海外発展に努力しやうと決心した次第です。再び布哇に

帰つた暁は此事を皆さんに伝へ、共に倶に努力をしたいものです。今度生れた海外同胞中

央会にも出来る限りの後援をゐたしたいと期してゐます。（ハワイ代表）



海外同胞東京大会の歴史的意味

・海外移民という明治政府成立以来の現象を国家的プロジェクトと
して位置づけるとともに、その「成功」をアピールする⇒国家と移
民側双方に利益をもたらす目的
・ホスト（大会主催者）側からは、移民とその子孫を（棄民ではな
く）「海外同胞」と捉え、帝国の勢力圏外の準帝国臣民として東亜
新秩序のもとに包摂していく儀礼的装置
・ゲスト（移民）側としては、東亜新秩序を一種の平和運動と解釈
して協力することで、自分たちを神武天皇に匹敵する帝国の功労
者・歴史的存在として位置づけ、祖国と移住国のあいだに置かれた
自己の精神の均衡をもたらす機会
※こうした同床異夢的な相互作用のなか、両者とも太平洋戦争直前
の一瞬の祖国の繁栄に陶酔し、「民族の海外発展」の持続を希求し
た。



報告のまとめと展望

1920年代後半～30年代に、南米移民をめぐって行われたラジオ
放送番組の実態と歴史的意義の解明を試み、その一端を明らかにし
た。失われた音源データを補完するものとして、放送関係や移住関
係雑誌の資料を収集し検証した。その結果、ラジオ放送が南米移民
事業の有力な広報媒体となり、新聞雑誌など他の広告メディアと連
携し、海外知識について啓蒙しつつ、海外移住推進に寄与したこと、
移民船出航や紀元2600年の放送番組が国家的プロジェクトとしての
移民政策を再評価するメディアとして機能したことを明らかにした。
今後は、調査対象の範囲を広げ、より多くの関連番組を拾い出す
とともに、海外向け放送も視野に入れて研究を続けたい。
※こうした資料があるという心当たりのある方はぜひご教示くださ
い！
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